
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

令和元年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

   事 業 内 容         

 

 

 

 

 

 

 

    事 業 効 果                                   【目標・ねらい】 

 

①ホームページに事例をアップして、その後、フォーラム

のフライヤーでそのサイトを宣伝したので、アクセス

数が増えた。多くの人にサイトをみてい t だくことが

できた。 

②フォーラムについては、かなり反響があったのだが、「無

観客開催」の形になってしまい、大変に残念だった。

今後、フォーラムの映像記録を多くの方に見ていただ

けるように広報をしていきたい。 

③フォーラムの参加者には、面白かった、ためになったと

よい評価をいただいた。 

④コーディネーター、パネラーが、自分の地域だけでなく

広域の取り組みを知ることができ、今後もつながって

古い建物を生かしたまちおこしの動きを広げていこう

という話ができた。                                                                                                            

                                                            

   今後の取り組み    

 

令和２年度は、こもろ観光局から事業受託を受けて、以下の調査を進めます。 

小諸城下町の歴史地区で使われてない建物を掘り起こし、建築士とともに建物の状態をチェック

し、所有者に交渉して活用できる状況に持っていくことを目標とします。 

その中で、いくつかの建物をモデル的に活用シミュレーションのワークショップ等を実施してい

く予定です。 

 

 

 

 
 

事業名 伝統建築（古民家）の再生からの地域活性化ネットワークづくり 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人小諸町並み研究会 

〒384-0014 長野県小諸市 荒町 1-5-7 エイワ税理士法人内 

事業区分 （５）環境保全及び景観形成に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費   750,010 円（うち支援金： 600,000 円） 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

予定より多くの事例の収集を行

い、様々な形での建物再生の方法

を紹介し、関係者を紹介すること

ができた。フォーラムも充実した

内容となった。 

①小諸・佐久の古い建物再生の店や

宿などを紹介し、学び合う。 

②建物保存再生の事例の収集紹介、

ノウハウを集積し伝えていく。  

③小諸・佐久の歴史的まちなみや古

い建物を活かした施設や店の PR

と人の輪づくりにつなげていく。 

 

 

１、 歴史的まちなみ保存の地域組織、伝統建築再生事例

の情報収集と発信 

２、 「古い建物をいかした 地域おこし交流フォーラムin

信州小諸 」の実施 

実施日：３月８日（日）１３:００〜１５：３０  

 

 


